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　１．はじめに










































法として，1970 年代なかばにケースマネジメントとして確立された」（秋元ほか編 2003: 95）と
される．その後イギリスにおいて，1990 年成立の「国民保健サービス及びコミュニティケア法」






























































































































































































年 4 月 2 日の参議院厚生労働委員会で提出された厚生労働省内部資料の「要介護認定平成 21 年












































される 　　 そうしたレリヴァンスの形式」（Schutz 1970 ＝ 1996: 60）とされる．これは「疑問
の余地もなく疑問視されてもいないただ単に自明視されているだけの親近性という背景から，そ
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『のような類型』であると知覚される」（Schutz 1970 ＝ 1996: 77）という段階である．第二の段
階としては，「述語的で意志的なものが関与する」（宇都宮 2002: 84）とされ，「解釈のもっとも
らしさや可能な同意の検討，その解釈の『重さ』の確認を問題視する懐疑，［解釈の］正当化や
廃棄など，これらはすべて意志的な活動にその起源を」（Schutz 1970 ＝ 1996: 78）もっていると
する．
　第三に，動機的レリヴァンスがある．これは「どの選択肢が辿られるべきかを決断すること」













のは，それらの構成的起源を分析したその結果なのである．（Schutz 1970 ＝ 1996: 109）
　また，「三つのレリヴァンス体系とは，ひと組の現象の三つの側面であるにすぎない」（Schutz 
1970 ＝ 1996: 113）とも述べ，トピック的レリヴァンスから解釈的レリヴァンスへ，また解釈的
レリヴァンスから動機的レリヴァンスへ，さらにこれらの過程の逆も含む循環的な関係について

























































































0 0 0 0 0 0
の制度というよりもむしろ，制度のため








































Schutz, A., 1970, Reflections on the Problem of Relevance, Yale University Press.（＝ 1996，那須壽・
浜日出夫・今井千恵・入江正勝訳『生活世界の構成　レリヴァンスの現象学』マルジュ社．）
白澤政和，1992，『ケースマネジメントの理論と実際　生活を支える援助システム』中央法規出版．
　　　　，2000，「総論（第４部）」白澤政和・橋本泰子・竹内孝仁監修『ケアマネジメント概論（ケアマ
ネジメント講座①）』中央法規出版，142-144．
副田あけみ，1997，『在宅介護支援センターのケアマネジメント』中央法規出版．
宇都宮京子，2002，「価値とレリヴァンス」社会科学基礎論研究会編『社会学の根柢を問い直す（年報社
会科学基礎論研究第 1 号）』ハーベスト社，76-94．
結城康博，2011，『日本の介護システム　政策決定過程と現場ニーズの分析』岩波書店．
